
●世田谷区政や日本共産党へのご意見をお寄せ下さい。

新型コロナに立ち向かい

命守るための 3つの提案

左から高城区議、保坂区長、中里区議、川上共産党地区常任委員、
里吉都議、坂本常任委員、江口区議



コロナ対策・水害対策の強化を

里吉ゆみ

下北沢の文化を守れ

※ 3面に記載の本庁舎整備について質問しました。
中里光夫

千歳烏山駅周辺まちづくり ― 住民の参加と協働で！

たかじょう訓子

コロナ感染拡大から介護崩壊を防げ！人材確保、職員への処遇改善策の拡充を！

災害から区民の命守れ！高齢者や障がい者など避難行動要支援者への支援を !

コロナで家計悪化の世帯が、年度途中で就学援助を利用できるよう改善を！

江口じゅん子

外環道…説明会無しの工事実施！住民説明を求め抗議！

来年度には、砧にワゴン車型ミニバスのモデル運行を！



コロナ危機…これからの暮らし・区政はどうなる？
共同の力で乗り越え、区民の命と暮らし守る区政への転換を

区役所本庁舎整備は、くらし・福祉優先の区政運営を前提に
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子どもたちの
学びの保障と
健やかな成長を！

　長期間の学校休校は、子ども達の心身に多くの影響をもたらしました。その中でも学童クラブや保
育所は開所し、セイフティーネットとしての役割を果たしました。区議団は、コロナから子どもたち
を守るため、職員や保護者のみなさんと力を合わせていきます。

　区議団に小学生の保護者から、お子さん直筆の「学
校が休みになり、友達に会えない、それが私の心のキ
ズ。こども達の居場所を下さい！」というメールが届
きました。他にも「両親が医療従事者。休校中も子ど
もを学童に預け、帰宅後子どもの学習のフォローが出

来ない。親の働き方で学習格差が生まれる」等、様々
な声が寄せられました。区議団はこれらの声を質問で
紹介し、今後起こるかもしれない休校等に備え、今般
の対応を検証し、改善を求めました。

童クラブの感染症予防のためのスペース・体制確保を！学
　現在、学童クラブでは休止が解除され、利用者が
徐々に増加し、大規模校では 100人を超えています。
現場からは、感染予防のためスペース確保と体制強化 
が必須との声が寄せられています。
　 区議団は、感染を予防しながら子どもの放課後の
生活を守るため、大規模学童については分割化や、 プ

レハブ設置などスペース確保を求めました。
　区は学校に、学童のスペース確保の協力、それに伴
う必要な体制への協力を要請しました。
　また、恒常的に人材確保するため、国の補助金の活
用を求めました。

育待機児ゼロ　保育の質を守りながら、誰もが希望する園に入園を！保
　世田谷区の 4月 1日現在の保育待機児がゼロにな
りました。しかしこれは国基準の数え方の結果です。
希望した保育園に入れないのに「自宅から 2km以内
に保育施設の空きがある」児童 474人は待機児にカ
ウントされていません。今後、国基準の数え方のまま
で良いのか検証が必要です。また、リーマンショック
のときには雇用情勢の悪化から待機児が急増しまし

どもの居場所や家庭学習などの検証と改善を！子

た。今後もコロナの影響を注視する必要があります。
　区は 8年間で 100ヶ所を超える認可保育園の整備
を進め待機児を減らしてきました今後の整備は①保護
者の保育ニーズの把握、②認可園整備、③企業主導型
等認可外保育園の質の確保が必要です。
　区は、認可保育園の整備を続け「保育の質の維持・
向上に務める」と答弁しました。


